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【
自
動
運
転
の
レ
ベ
ル
】

　

自
動
運
転
の
車
で
事
故
が
発
生
し
た
時
の

責
任
の
所
在
に
つ
い
て
は
、自
動
運
転
の
レ
ベ
ル

に
応
じ
た
場
合
分
け
が
必
要
で
す
。

　

自
動
運
転
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
は
、次
の
表
に

あ
る
ア
メ
リ
カ
自
動
車
技
術
会
、通
称
S
A
E

に
よ
る
J
3
0
1
6
で
定
義
さ
れ
た
5
段
階
の

指
標
で
区
分
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

レ
ベ
ル
❶「
運
転
支
援
」

　

現
行
車
両（
普
通
乗
用
自
動
車
）で
す
。

レ
ベ
ル
❷「
部
分
自
動
運
転
化
」

　

衝
突
軽
減
ブ
レ
ー
キ
装
備
車
両
な
ど
を
意

味
し
ま
す
。現
行
車
両
に
装
備
さ
れ
て
い
る
運

転
支
援
シ
ス
テ
ム
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
レ
ベ
ル
②

の
状
態
で
す
。

レ
ベ
ル
❸「
条
件
付
き
運
転
自
動
化
」

　
一
定
の
条
件
下
で
は
、運
転
中
に
携
帯
電
話
の

操
作
や
、動
画
の
視
聴
な
ど
と
い
っ
た
セ
カ
ン
ド

タ
ス
ク（
運
転
以
外
の
作
業
）を
し
て
も
良
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、条
件
が
解
除
さ
れ
た

時
の
た
め
に
、運
転
手
は
即
座
に
手
動
運
転
で

き
る
状
態
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

先
日
、ホ
ン
ダ
の
レ
ジェン
ド
が
渋
滞
中
と
い
う
限

定
条
件
付
き
で
、こ
の
レ
ベル
③
に
相
当
す
る
自
動

運
転
車
を
リ
リ
ー
ス
し
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

レ
ベ
ル
❹「
高
度
自
動
運
転
化
」

　

高
速
道
路
内
と
い
っ
た
限
定
領
域
内
で
す

が
、運
転
手
が
完
全
に
運
転
か
ら
解
放
さ
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。シ
ス
テ
ム
に
よ
る
自
動
運
転

が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、自
動
的
に
車
両
が
停

止
し
、運
転
手
に
運
転
の
交
代
を
促
し
ま
す
。

レ
ベ
ル
❺「
完
全
自
動
運
転
化
」

　

レ
ベ
ル
④
の
領
域
を
限
定
せ
ず
、い
か
な
る
状

況
に
お
い
て
も
、シ
ス
テ
ム
が
車
両
を
安
全
・
円

滑
に
走
行
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。運
転
手

は
も
は
や
電
車
の
乗
客
と
一
緒
で
、目
的
地
を
設

定
し
た
ら
、あ
と
は
電
車
に
乗
っ
て
い
る
の
と

同
様
に
、運
転
行
為
は
一
切
し
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

レ
ベ
ル
①
〜
⑤
ま
で
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

で
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

【
自
動
車
事
故
に
お
け
る
賠
償
責
任
の
根
拠
】

　

自
動
車
事
故
が
発
生
し
た
時
に
、運
転

手
や
車
両
の
所
有
者
が
賠
償
責
任
を
負
担

す
る
民
事
上
の
根
拠
は
、物
的
損
害
で
あ

れ
ば
民
法
7
0
9
条
、人
的
損
害
で
あ
れ

ば
、自
賠
法
3
条
と
い
う
法
律
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

レ
ベ
ル
④
⑤
相
当
の
自
動
運
転
車
両
の

場
合
、運
転
手
は
運
転
行
為
自
体
を
行
な

わ
な
い
た
め
、前
述
し
た
法
律
を
そ
の
ま
ま

適
用
し
続
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
が

生
じ
ま
す
。

　

民
法
7
0
9
条
は
、過
失
を
要
件
と
す
る

賠
償
責
任
の
た
め
、運
転
を
求
め
ら
れ
て
い
な

い
ド
ラ
イ
バ
ー
に
何
ら
か
の
運
転
に
関
す
る

過
失
を
求
め
る
こ
と
は
基
本
的
に
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
。よ
っ
て
、物
的
損
害
に
つ
い
て

は
、レ
ベ
ル
④
⑤
に
相
当
す
る
自
動
運
転
車
で

あ
れ
ば
、事
故
は
シ
ス
テ
ム
の
エ
ラ
ー
が
原
因

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、後
述
す
る
メ
ー

カ
ー
や
販
売
店
が
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
一
方
、自
賠
法
3
条
は
、車
両
の
保
有
者

に
事
実
上
の
無
過
失
責
任
を
課
し
た
も
の

な
の
で
、シ
ス
テ
ム
の
エ
ラ
ー
で
あ
っ
て
も
、

車
両
の
運
転
手
や
保
有
者
は
、自
賠
法
3

条
の
免
責
の
要
件
を
満
た
さ
ず
、原
則
と

し
て
被
害
者
に
対
し
て
一
次
的
な
賠
償
責

任
を
負
い
、そ
の
後
、シ
ス
テ
ム
の
エ
ラ
ー
の

原
因
を
作
り
出
し
た
メ
ー
カ
ー
や
販
売
店

に
求
償
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、現
行
の
法
制
度
を
前
提
と

し
た
場
合
、被
害
者
目
線
で
見
る
と
、物
的

損
害
と
人
的
損
害
で
、請
求
す
る
主
体
が

変
わ
り
得
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
メ
ー
カ
ー
や
販
売
店
の
責
任
】

　

レ
ベ
ル
④
⑤
相
当
の
自
動
運
転
車
両
が

シ
ス
テ
ム
の
エ
ラ
ー
で
事
故
を
起
こ
し
た
場

合
、そ
の
よ
う
な
車
を
販
売
し
た
販
売
店
や

メ
ー
カ
ー
は
ど
の
よ
う
な
責
任
を
負
う
の
で

し
ょ
う
か
。

　

自
動
車
販
売
店
は
、自
動
運
転
シ
ス
テ
ム

が
正
常
に
作
動
し
な
い
よ
う
な
車
を
売
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、買
主
に
対
す
る
債
務
不
履

行
責
任（
民
法
4
1
5
条
）を
問
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
、売
主
で
あ
る
販

売
店
と
し
て
は
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
が
正
常

に
作
動
す
る
車
を
引
き
渡
す
こ
と
が
、契
約

に
適
合
し
た
目
的
物
で
あ
る
と
こ
ろ
、そ
れ

を
し
な
か
っ
た
こ
と
が
契
約
不
適
合
と
な
り

債
務
不
履
行
と
な
る（
民
法
5
6
2
条
）と

い
う
こ
と
で
す
。

　

よ
っ
て
、自
動
車
保
有
者
は
自
分
の
車
両
の

損
害
や
、保
有
者
と
し
て
被
害
者
に
支
払
っ

た
金
額
を
損
害
と
し
て
、販
売
店
に
債
務
不

履
行
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。 

　
一
方
、メ
ー
カ
ー
は
、製
造
物
責
任
法
3
条
に

基
づ
く
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。製
造

物
責
任
法
は
一
般
的
に
は
P
L
法
と
呼
ば
れ
て

い
る
法
律
で
、メ
ー
カ
ー
は
、製
品
の「
欠
陥
」に

よ
り
他
人
の
生
命
、身
体
ま
た
は
財
産
を
侵

害
し
た
と
き
は
、賠
償
責
任
を
負
い
ま
す
。

　

こ
こ
で「
欠
陥
」と
は
何
か
が
問
題
と
な

り
ま
す
が
、そ
れ
は「
当
該
製
造
物
が
通
常

有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
」と

定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。よ
っ
て
、レ
ベ
ル
④
⑤

相
当
の
車
は
、運
転
手
が
運
転
し
な
く
て

も
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
て

い
る
た
め
、そ
れ
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性

で
あ
り
、そ
の
シ
ス
テ
ム
の
エ
ラ
ー
で
事
故
が

起
き
た
場
合
、そ
れ
は「
通
常
有
す
べ
き
安

全
性
を
欠
い
て
い
た
」と
い
う
評
価
に
な
る

で
し
ょ
う
。

　

前
述
し
た
と
お
り
、レ
ベ
ル
④
⑤
相
当
の
自

動
運
転
車
両
の
場
合
、物
的
損
害
に
つ
い
て

は
、運
転
手
個
人
へ
の
賠
償
責
任
の
追
及
が

困
難
で
す
か
ら
、販
売
店
や
メ
ー
カ
ー
に
前

記
の
法
律
を
根
拠
に
賠
償
責
任
を
追
及
せ
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

【
具
体
例
の
検
討
】

　

こ
こ
で
は
、レ
ベ
ル
③「
条
件
付
き
自
動
運

転
化
」に
相
当
す
る
自
動
運
転
車
が
事
故

を
起
こ
し
た
場
合
の
賠
償
責
任
に
つ
い
て
具

体
的
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
速
道
路
上
の
渋
滞
下
で
あ
れ
ば
、自
動

運
転
中
は
、運
転
手
は
携
帯
電
話
の
操
作

な
ど
の
セ
カ
ン
ド
タ
ス
ク
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
車
で
、自
動
運
転
中
に
ブ
レ
ー
キ
が
完

全
に
作
動
せ
ず
に
追
突
事
故
を
起
こ
し
、前

車
の
運
転
手
が
む
ち
打
ち
に
な
っ
た
。運
転

者
が
注
視
し
て
い
れ
ば
、前
車
が
停
止
中
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、事
故
を
回
避
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
｜
こ
の
場
合
、運
転
手
や
車

両
の
保
有
者
は
、ど
の
よ
う
な
責
任
を
負
う

の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
場
合
、運
転
手
の
責

任
に
つ
い
て
は
、具
体
的
な
事
故
が
起
き
た
状

況
に
よ
っ
て
場
合
分
け
が
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
、悪
天
候
に
よ
り
自
動
運
転
機
能

が
上
手
く
作
動
し
な
い
状
況
が
あ
り
、本
機

能
が
解
除
さ
れ
る
旨
の
警
告
が
出
て
い
た
が
、

運
転
手
が
こ
の
警
告
に
気
づ
か
な
か
っ
た
と
い

う
場
合
。こ
れ
は
、シ
ス
テ
ム
側
が
運
転
手
に

介
入
要
請
を
出
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、運
転
手
が
こ
れ
を
見
落
と
し
た
こ
と
に

原
因
が
あ
る
の
で
、運
転
手
に
過
失
が
認
め

ら
れ
、物
的
損
害
、人
的
損
害
を
含
め
て
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
一
方
、自
動
運
転
機
能
が
作
動
し
、シ
ス
テ

ム
か
ら
の
介
入
要
請
も
な
か
っ
た
の
に
、追
突

し
た
場
合
、事
故
の
原
因
は
単
な
る
シ
ス
テ

ム
の
エ
ラ
ー
で
あ
っ
て
、か
つ
、運
転
手
は
セ
カ

ン
ド
タ
ス
ク
が
許
容
さ
れ
運
転
か
ら
解
放
さ

れ
て
い
る
の
で
、運
転
手
が
前
方
を
注
視
し

て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、基
本
的
に
は
運
転

手
に
過
失
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

よ
っ
て
、被
追
突
車
両
の
物
的
損
害
に
つ
い

て
は
、運
転
手
は
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ

ず
、メ
ー
カ
ー
や
販
売
店
に
責
任
を
追
及
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。被
追
突
者
の

人
的
損
害
に
つ
い
て
は
、前
述
し
た
と
お
り
、

運
転
手
や
車
両
の
保
有
者
は
、自
賠
法
３
条

責
任
は
免
れ
ま
せ
ん
の
で
、賠
償
責
任
を
負

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

【
最
後
に
】

　

以
上
、民
事
上
の
責
任
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
が
、刑
事
責
任
に
つ
い
て
は
、運
転
手

の
過
失
が
要
件
で
あ
り
、レ
ベ
ル
④
⑤
の
自

動
運
転
車
が
死
亡
事
故
を
引
き
起
こ
し
た

場
合
な
ど
は
、新
た
な
処
罰
法
を
作
ら
な
い

限
り
、刑
事
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。

　

ま
た
、民
事
上
の
責
任
に
つ
い
て
も
、前
述
し

た
と
お
り
、一つ
の
事
故
に
つ
い
て
、運
転
者
・
保
有

者
・
販
売
店
・メ
ー
カ
ー
な
ど
複
数
の
主
体
が
賠

償
責
任
を
負
う
余
地
が
出
て
き
ま
す
。こ
の
複

数
の
賠
償
義
務
者
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
の

か
、い
わ
ゆ
る
不
真
正
連
帯
債
務
と
な
る
の
か
、

そ
の
求
償
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
な
ど
、賠
償

責
任
保
険
の
制
度
論
も
相
ま
っ
て
、今
後
の
立

法
的
課
題
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、レ
ベ
ル
④
に
相
当
す
る
自

動
運
転
車
が
相
当
程
度
普
及
す
る
ま
で
に
は
、

法
整
備
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
の
で
、今
後
も
注
目
を
し
て
い
き
ま
す
。

代
表
弁
護
士　

常
磐 

重
雄

自
動
運
転
の
技
術
は
日
進
月
歩
で
進
化
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、全
て
の
車
が
完
全
自
動
運
転
化
し
な
い
限
り
、交
通
事
故
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

●
自
動
運
転
中
に
、事
故
が
起
き
た
場
合
の
民
事
賠
償
責
任
や
刑
事
責
任
は
ど
う
な
る
の
か
。

●
事
故
の
賠
償
責
任
は
、メ
ー
カ
ー
側
の
責
任
に
な
る
の
か
、運
転
手
側
の
責
任
に
な
る
の
か
。

●
ほ
か
に
も
責
任
を
負
う
主
体
が
あ
る
の
か
。

今
回
は
、現
行
法
を
前
提
と
し
た
場
合
、各
問
題
に
つ
い
て
解
決
の
方
向
性
を
お
伝
え
し
ま
す
。

自
動
運
転
技
術
と
交
通
事
故
賠
償
責
任

特集

レベル❶ 「運転支援」

システムが、「前後」「左右」いずれかの車両制
御に係る運転タスクのサブタスクを実施する

衝突被害軽減ブレーキやACC（アダプティブクルーズ
コントロール）【例：スバルのアイサイト】

レベル❷ 「部分運転自動化」

システムが、「前後」「左右」両方の車
両制御に係る運転タスクのサブタス
クを実施する

自動ステアリング操舵機能付きのＡＣＣ
【例：トヨタのミライ】

レベル❸ 「条件付き運転自動化」

限定領域内では、システムがすべての運転タス
クを実施してくれるが作動継続が困難な場合、
運転手は、システムの介入要求に対して、適切
に応答することが期待される

セカンドタスク（運転以外の作業）をしても良い
【例：ホンダのレジェンド】

レベル❺ 「完全自動運転化」

いかなる状況においても、システムが
車両を安全・円滑に走行させる

レベル❹ 「高度自動運転化」

限定領域内ですが、システムがすべての運
転タスクを実施し、かつシステムによる作
動継続が困難な場合、運転手が介入・応答
することは期待されない

高速道路において、入口と出口を設定したら、
あとは高速の出口付近まで、運転手は運転から
解放される
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法務のミカタ

接骨院モラル事案の事案処理
　接骨院の中には実際は施術をしていない施術内容を施術証明書に記載したり、実際に患者が来院していないにもかかわ
らず来院したという虚偽の内容を施術証明書に記載したりするなどして、架空の施術費用を損害保険会社等に請求する詐
欺事案が現実として存在します。このような不正請求は、詐欺罪として刑事事件としても問題となりますが、不当利得、不法
行為といった民事上の問題も存在します。
　本発表においては、このような不正請求の仕組みや不正請求の調査について発表をいたしました。このような接骨院の
存在は他の大多数の真面目に経営をしている接骨院の評判を下げると共に我々の保険料にも影響を与えかねないもので
あるため、厳重な対応を行う必要があります。

破産管財業務の勘所
　当事務所では、破産管財業務を行っております。破産管財業務というのは、別の弁護士等が申し立てた破産事件について、裁判
所から選任を受け、破産管財人として、破産者・破産会社の債権債務の整理を行い、破産者の財産を集めて、債権者に平等に配当
するという業務です。
　破産管財人になるためは、一定以上の弁護士としての経験が求められます。
　事務所内でこれから破産管財人に選任される弁護士が増えていくことが予想されることから、代表弁護士である私から、事務所
内研修として破産管財人としての基本的な心構えと破産管財人として陥りやすいミスについて、発表を行いました。
　破産事件は、申立代理人として関与したり、破産管財人として関与したりと様々ですので、破産管財業務のスキルアップは、事
務所として取り組むべきテーマです。

当事務所では、弁護士の知識向上とお互いの専門分野の情報共有の場として、
毎年２回、「事務所研究発表会」を開催しています。
今回も各弁護士が知識・経験に基づきテーマを定めて発表しましたが、最新の法改正の解説あり、
話題の分野についての実務研究あり、自らの専門知識に基づいた実践的な講義ありとバラエティに
富んだ内容で、弁護士の知識向上・情報共有の場として非常に有益なものでした。
今後も事務所全体で研鑽を重ね、日々、より質の高いリーガルサービスを提供してまいります。
お困り事がございましたら、どうぞお気軽にご相談下さい。

２０２２年１月２２日に「第５回事務所研究発表会」を開催しました。

代表弁護士 常磐 重雄弁護士 川原 佑基

2021（令和3）年民法・不登法改正 ～所有者不明土地問題の解消～
　近年、所有者不明の土地や空き家の増加が全国的に広がり、社会的な問題となっています。こうした社会的な背景を受けて、令
和３年４月、民法等の改正や、新たな法律の制定がなされました。その内容は、相続に関する事項や、共有制度の見直し、新たな財
産管理制度の創設等、多岐にわたります。今回の法整備により、これまでは打つ手がなかったけれども、今後は何らかの対処がで
きるというケースが生じるように思います。
　また、相続問題の速やかな解決を促す趣旨で、いわゆる「相続登記の義務化」や「特別受益等の主張の制限」も新たな規律とし
て設けられました。日々忙しい生活を送る中で後回しにしてしまう方も多いように見受けられますが、相続の手続は、一般に時間が
経つほど解決が困難になるといわれます。より一層、相続の問題には早期に着手することが望ましいといえるでしょう。

弁護士 石川 由衣

家事事件実務からみた民事執行法改正
　昨年、直接強制（裁判所の許可を得て、執行官という裁判所の職員が直接的に子の引渡しを実現する強制執行）という手続に
よってご依頼者様の子の引渡しを実現した実務経験等を研究発表のテーマとしました。
　子の奪い合い紛争では、審判で子の引渡しが命じられても相手方が頑として従わない場合があります。このような場合、直接強
制によって子を取り戻す必要が生じますが、以前の民事執行法には直接強制の明文の規定が無く制約も多く、その成功率は約３
割程度に留まっていました。
　そこで、子の引渡しの実効性を確保するため、改正民事執行法（令和２年４月１日施行）により直接強制の各規定が定められまし
た。今回の直接強制で、新設されて間もない規定を手探りで試行錯誤した経験や実施までの事前準備、執行現場の様子等も併せ
て報告いたしました。

弁護士 渡邊 さち穗

超高齢化社会の必修科目！  家族信託の基本と賢い活用例
　高齢者の財産管理・相続といえば、成年後見制度、任意後見、遺言等が主流です
が、近年になって、「家族信託」が注目され始めました。
　家族信託とは、「家族の財産の管理・処分や遺産の承継のために、財産を信頼でき
る人に託して、自分が決めた目的のために運用・管理してもらう」という制度です。
　例としては、図の通り、妻Ｓが、心優しい子Ｔに預金を託し、認知症の夫Bのために
信託した預金を使ってもらう（施設費用の支払い）というものです。S自身が認知症に
なったとしても、Sの財産は、本人の希望通りBのために使われ続けることとなります。
　後見制度では財産の柔軟な活用・運用ができず、遺言は本人が亡くなった際の相
続しか定められないというマイナス点があり、本人の意思に従った柔軟な資産の活用
ができる家族信託は一つの選択肢となり得ます。
　税務上の負担もあり、活用例はまだそれほど多くありませんが、終活の選択肢とし
て頭に入れておくことをお勧めいたします。

弁護士 淺井 崇裕

事例でわかる！


